








5,結論 

 初年度に実施した学校検尿に関する啓発活動が功を奏し、新しい体制で 61 年度の検尿を

実施したにもかかわらず、むしろ本研究班への参加という意識が担当者相互の間に有形無

形に作用し、予期以上の成果があげられた。本研究では昭和 61年度集団検尿成績の概要並

びに明年度につなぐ要管理者の内容につき報告した。 


